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３．静岡県 
 
2007 年 榛原総合病院における産科オープン病院モデル事業報告 

 

2007 年榛原総合病院における産科オープン病院モデル事業報告 

 

榛原総合病院 茂庭將彦 

 

当院の現状 

 

 榛原総合病院は静岡県牧之原市と吉田町より構成される榛原病院組合によっ

て運営される自治体病院である。１市１町の人口は約８万人、これに御前崎市

の一部（旧御前崎町）を加えた「榛南」と呼ばれる地域の医療を担っている（図

１）。御前崎市を含めた年ごとの出生数を図２に示すが、この地域でも出生数は

減少傾向にある。2000 年にはこの地域で分娩を扱っていた施設は２病院３診療

所であったが、2005 年より１病院１診療所にまで減少している（表１）。2002

年まではこの地域での出生数と施設における分娩数の関係はほぼ９割に上り、

地域で出産をまかなえる体制がほぼ整っていたと考えられるが、2003 年に病院

での分娩取り扱いの停止や制限に伴い、地域で出産をまかなえる体制が崩れて

いる。2005 年に当院での分娩取り扱い再開により、地域での分娩取り扱い数の

増加が認められているが、2007 年で約７割に留まっている。（図３）。 

 このような状況の下、地域内で安心して分娩出来る環境づくりを目的に、2006

年 11 月より産科オープン病院モデル事業を開始した。この地域における分娩施

設は現在２施設であるが、2008 年１月以降は１診療所が分娩取り扱い停止を表

明しており今後は当院がこの地域における唯一の分娩取り扱い施設になる予定

である（表１）。 

 当院では 2005 年１月より分娩取り扱いを再開し、2006 年よりは毎月の分娩数

が約 35 に安定していたが、オープンシステム利用による紹介分娩数の増加に伴

い、2007 年８月より毎月 50 程度にまで増加してきている（図４）。 

 

産科オープンシステムの実際 

 

 ２次医療圏内の 11 の産婦人科診療所と提携を行っている。患者用および病院

施設案内などのパンフレットを作成し配布した他、診療所や当院での妊婦健診

の記録を記入し共用する共通診療ノートを作成した。 

 当初は分娩を取り扱わない診療所からの分娩依頼や、合併症のある妊婦の紹
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